




















の釈タントラの 一つであり， そのうち， 第二降三世品に関する釈タントラであ
るといわれている 1。このタントラには 二種類2 あり，二本ともチベット大蔵経 に
収録されている。 これらは，(1) SantigarbhaとJ ayarak9itaが8世紀に翻訳
し， Rinchen mchogが校訂した『清浄タントラ 』（以下SDPT-1と略す， Toh
483, Ota 116) と，(2) Devendradeva及びM詞kasrijfianaがChos rje dpal 
と共に 13世紀に翻訳した『九仏頂タントラ 』（以下SDPT-2と略す， Toh 485, 
Ota 117)であるド現存するサンスクリット原典はSDPT-2に相当する。 この












a. Buddhaguhya : Durgatipar: 銹'odhanilrthavarttika-nilma Toh 2624, Ota
3451. 
b. Kamadhenu : A ryasarvadurgatipar送'odhanatejoraja-nilma-kalparaja-f zka
Toh 2625, Ota 3452. 
c. V ajravarman : Bhagavatsarvadurgatipar送'odhanatejorajatat麟a姐rhatsam­
yaksambud dhamahatantrarajavyakhya-sund aralamkara-nilma 
Toh2626, Ota3453見
d. Anonymous : Sarvadurgatipar送'odhanatejorajakaゆalamkara-n⑪ma Toh
2627, Ota 3454. 
e. Anandagarbha : Sarvadurgatipa磁'odhanatejorajatat麟a如rhatsamyaksambud­
dhasya-nilma-kalpa―fzka Toh 2628, Ota 3455. 
これら以外に，儀軌のみを扱う文献は，Anandagarbhaの著作を含む，Budd­







hikrPavalz-nama), Toh 2631, Ota 3458 (以下 MV-1と略す）。
〔2〕『一切悪趣清浄大マンダラ成就法(Sarvadurgatiparisodhanama加mand­
alasadhana)』，Toh 2630, Ota 3457 (MV-2と略す）。
〔3〕『 一 切 悪 趣 清 浄 マ ン ダ ラ 儀 軌(Sarvadurgatipar送'odhanamand­
alavidhi-nama)』，Toh 2635, Ota 3460 (MV-3と略す）。
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著書 『金剛大曼荼羅儀 軌 一 切金剛出現(Vajradh叩tuma脳ma夜ialopayika­
sarvavajrodya)『が影響を与えたと考えられる点も指摘している。 MV-1と
MV-2に関してはまだ研究がない。両者には類似する内容が多く，また MV-1

































































(M ahabala)をはじめとする八葱怒， 北には獅子面(S if!1hamukhi)をはじめ
とする八使者が説かれている。さらにその外側に，六十四輻輪があり，持国(D hr
tara�tra)以下の四天王， 地天 (Prthivi)などの八方守護神， 太陽(Aditya)な








3-1. MV-1および sv との関係
八nandagarbhaの代表作というべき著書『金剛界大曼荼羅儀軌一切金剛出現
(Vajrad加tuma扁ma乃qalopayiktt- sarvavajrodya)』13 ( 以下SVと略す）は，『真
実摂経』の金剛界大マンダラ品を中心に説く儀軌であり， 喩伽三摩地を獲得す
るための儀軌である。内容的に， SVもMV-1と同様に二つに大別することが





















0�namo bhagavate citta sarvadurgatiparisodhanarajaya tathagatar­




0�namo bhagavate sarvadurgatiparisodhanarajaya tathagataya ar­
hate sa�yaksa�buddhaya/ tadyatha/ o�sodhani sodhani sarva papa� 
visodhani suddhe visuddhe sarvakarm avarana visuddhe svaha/19









遮那よ， ア』と唱えてから入る」21 とあるが， sv では「面前の空中にある月輪
の上に， 金剛薩唾よ， アと唱えて入る」22 とある。続いて同じ箇所で， MV-1で
は「『私は金剛毘慮遮那だ。』と唱えて， 白色の毘慮遮那の御体を観想する」 23 と
































































































し。 両人差し指に 「Hu.1!1」 という字を観想すべし。 両中指に 「Tra1!1」 と
























翔磨 開敷 A 小指







べきであるJ 40 0 




















































くキ ー ワ ー ド〉 悪趣， 浄化， マンダラ， Anandagarbha, Sarvavajrodya 
略号および主な参考文献
SDPT 『一切悪趣清浄タントラ(Sarvadurgatipar銹odhana Tantra)』。
SDPT-1 『清浄タントラ(Sarvadurgatipa滋odhanatejorajasya tathagatasya arhato 
samyakambuddhasya kalpa)』Toh 483, Ota 116。
SDPT-2 『九仏頂タントラ(Sarvadurgatiparisodhanatejorajasya tathagatasya arhato 
samyaksambuddasya kalpaikadesa)』 Toh 485, Ota 117。
MV -1 Anandagarbha : 『一切悪趣清浄マンダラ儀軌非婁(Sarvadurgatipar送od­
hanamatzrj,alavidhikrpavali-nama), Toh 2631, Ota 3458。
MV -2 Anandagarbha : 『一切悪趣清浄大マンダラ成就法(Sarvadurgatipa函od­
hanamahiimatz rj, alasiidhana)』，Toh 2630, Ota 3457. 
MV -3 Anandagarbha : 『一切悪趣清浄マンダラ儀軌(Sarvadurgatipa磁odhanama





『一切悪趣清浄タントラ 』におけるマンダラ儀軌の 一考察 13 
SV Anandagarbha : 『金剛大曼荼羅儀軌 一切金剛出現(Vajradhatumahama桝lalopayi­
ka-sarvavajrodya)』，Toh 2516, Ota 3339, 
SV. skt. 密教聖典研究会：「Vajradhatumahama99aloapayika-Sarvavajrodya梵テ
キストと和訳 ー (1)」，『大正大学綜合研究所年報』，大正大学綜合佛教研究所 ， 第八
号， 昭和61年3月。(§§1-28)
密教聖典研究会 「Vajradhatumahama99olapayika-Sarvavajrodya 梵テキス
トと和訳ー (2) 『大正大学綜合研究所年報』，大正大学綜合佛教研究所 ， 第九号， 昭
和62年3月。(§§29-87)










「高橋D-1」 高橋尚夫：「Sarvadurgatipari§odhanatantra (一） 一梵文校訂テキストと
和訳ー」『壬生台舜博士頌寿記念•仏教史の思想』，大蔵 出版，昭和60年 ，pp.123-147 。
(§§1-30) 
「高橋D-2」 同：「Sarvadurgatipari§odhanatantra(二） 一梵文校訂テキストと和訳ー」
『那須政隆博士米寿記念•仏教思想論集』成田山新勝寺， 昭和59年 ，pp. 46-77 。(§§
30-79) 
「高橋D-3」 同：「Sarvadurgatipari§odhanatantra (三） ー 校訂と和訳ー」『豊山学報』
28, 29号， 昭和59年 ，pp.1-39 。(§§80-120)
「高橋D-4」 同：「Sarvadurgatipari§odhanatantra (四） ー 校訂と和訳ー」『豊山学報』
30号，pp. 1-33 。(§§121-141)
「高橋D-5」 同：「Sarvadurgati pari§odhana tantra (五） ー 校訂と和訳ー」『豊山学報』
31号，pp. 1-17 。(§§142-153)




「高橋SV-3」 同：「金剛界大曼荼羅儀軌 一切金剛出現」『豊山学報』33号， 昭和63年3
月。(§§136-143)
「高橋SV-4」 同 ：「金剛界大曼荼羅儀軌 一切金剛出現ー 第一喩伽三摩地品・西蔵テキ
スト並梵文補遺ー」『豊山学報』34号， 平成元年。
酒井真典：『酒井著作集 III』 法蔵館， 昭和60年5月。
( 97 ) 
14 
羽田野伯猷：「チベット 仏教受容の条件と変容の原理の一側面」，『羽田野著作集 チベッ
ト・インド学集成』 第二巻， 法蔵館， 昭和62 年。
森雅秀：「マンダラの密教儀礼』， 春秋社， 1997。
注
1 酒井真典 「悪趣清浄軌」，『酒井著作集III』 pp.199-226 (初出『密教文化』 123)。
2 「Skorupski」では，二種の文献をVersion Aと Version Bとしているが，ここ では，
後に示すようにそれぞれSDPT-1とSDPT-2と する。
3 塚本啓祥•松長有慶・磯田煕文編著 『梵語仏典の研究I V 密教経典篇』平楽寺書店，
1989年 ，p.211 (川嶋健氏稿）：頼富本宏『密教仏の研究』法蔵館，1990 年 ，pp.251-252。
4 氏家昭夫「悪趣清浄マンダラとその観想」，『密教学研究』，第7号， 日本密教学会，昭
50 年。SDPTの根本マントラとされている マントラは
Orp namo bhagavate sarvadurgatiparisodhana rajaya tathagatarhate samyak sa 
rpbuddhaya/ tadyatha/ Orp sodhaya sodhaya suddhevisuddhe svaha/ / 
であり（注17参照），これはネパールでは葬送儀礼の時に唱えられる。 家から火葬場
に死体を運ぶ 時などにこのマントラをくり返し唱えながら 運ぶ。




5 Toh 483, 6la1"--'62a2 • 「Skorupski」, 8a-9a (p. 130, 132)・「高橋D-1」, , §§27 -30。
6 デルゲ版の東北目録の Toh 2626はKun dga' snying po (Anandagarbha) の著書
として記している。また， Toh 2626の奥書(219bりでは，「rDo rje go cha (Vajravar­
man)の弟子であるAnandagarbhaによって著され ， 完成された」と書かれている。
しかし ，北京版の奥書(Ota 3453, 239a→ )では，「弟子であるAnandagarbhaによっ
て， (slob ma kun dga' snying po)」と いう文が欠けており， これはナルタン版 で
も同様である。 つまり， 「rDo rje go cha (V ajravarman) によって著され ， 完成さ
れた」 と 記されている。
以上述べたことから ， デルゲ版のみに 「弟子であるAnandagarbhaによって」 と
いう文が付加されていることが分かる。したがって， この文献は，Vajravarmanの
著書 であると考えられる。チベット語テキスト(Toh 2626, 219b4/0ta 3453, 239a7-8), 
bcom Iden 'das de bzhin bshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i 
sangs rgyas ngan song thams cad yongs su sbyon ba'i 'grel pa mdzes pa'i rgyan 
zhes bya ba slob dpon chen po rdo rje go cha' slob ma kun dga' snying pos mdzad 
pa rdzogs so// 





『 一切悪趣清浄タントラ』におけるマンダラ儀軌の 一 考察 15 
7 「Skorupski」 p. xxiii。
8 乾仁志「仏説大乗観想曼拳羅浄諸悪趣経について 」『印度學佛教學研究』第37巻第2
聾平成元年。
9 Toh 2516, Ota 3339 (注13を参照）。
10 この三種三摩地 が初めて説かれたのはVajra§ekhara Tantraにおいてである。 そこ
では， 初加三摩地と翔磨最勝王三摩地については具体的に解説されているが ， マンダ
ラ最勝王については名称のみが示されている。
桜井宗信「 Vajra§ekharatantraの 一 考察」，『智山学報』第35輯， 昭和61年， p. 47, 
註(11)。
11 SDPT-1とSDPT-2を含めてそれぞれ11種と 12種のマンダラが説かれている。酒
井真典「悪趣清浄 儀軌のマンダラ」，『酒井著作集III』法蔵館， 昭和60年5月 ， 初出
『密教学会報 』 17• 18。
12 Toh 2631, 145b7,,...__,l48b心このマンダラに登場する尊格はN⑰masa1{lgitiを 根本経 典
とする「法界自在マンダラ」に共通する ため， 今後， 両者の比較検討をしたい。
長野泰彦・立川武蔵編『国立民族学博物館研究報告別冊』第7号 ， 国立民族学博物館，
平成元年3月。
13 svに関しては， サンスクリット語校訂テキストとと もに先行研究の多くある中で ，




14 「高橋SV-1」 §21·Toh 2516, 4a1,,...__,6a互
15 「高橋 D-1」§§58-77· 「Skorpski」14a-17a。
16 Toh 2631, 126bぢ
17 根本真言といわれている真言はSDPT-1とSDPT-2との両方に共通する。ここでは
「Skorpski(6a_6り」のサンスクリット校訂テキストを使用する。 なお ，「高橋 D-1」§17
とToh 483, 61記異な る箇所 がある。
Orp namo bhagavate sarvadurgatipari§odhanarajaya tathagatarhate samyak­
sarpbuddhaya/tadyatha/ orp §odhane sodhane sarvapapavi§odhani §uddhe vi§ud­
dhe sarvakarmavarar:iavisodhani svaha/ / 
(Orp世尊一切悪趣清浄王如来阿羅漢正等覚者に帰命致します。 すな わち， Orp浄め
る者よ浄める者よ 一切罪悪をより浄めるものよ 清浄において 一切業障をより浄
めるものよ svaha)
18 Toh 2631, 128b2o サンスクリット表記はチベットテキストを底本としたものである。
この真言は根本真言に類し， さらに「citta」という言葉が付加されている。 サンスク
リット表記はチベットテキストを底本としたものである。
19 Toh 2631, 134b7,,...__,l35a心
20 Toh 2631, 134b3,,...__, 134b勾
21 Toh 2631, 130aぢ
( 99 ) 
16 
22 「高橋SV-1」§39·Toh 2516, 9aぢ
23 Toh 2631, 130a4o 
24 「高橋SV-1」§39• Toh 2516, 9a悶
25 Toh 2631, 130b 1-20 
26 「高橋SV-1」§41·Toh 2516, 9b鯰
27 Toh 2631, 130b心
28 「高橋SV-1」§42·Toh 2516, 9bぢ
29 Toh 2631, 130bい。
30 「高橋SV-1」§§43-44. Toh 2516, 9b5"-'l0a 1o 
31 Toh 2631, 145a4-5 0 
32 SV. skt§§ 57-60• Toh 2516, 29a2"-'30aぢ
33 Toh 2516, 138b2-3 0 
34 Toh 2631, 129bぢ
35 「高橋SV-1」§30·Toh 2516, 8a1-20 
36 Toh 2631, 14la3-40 
37 SV. skt§29·Toh 2516, 23a4-70 
38 薬指に観想される種字は DhilJである が， おそらくこれは釈迦牟尼の 種字HrilJの間
違いだと考えられる。 MV-1中で は，別の箇所(Toh 2631, 137bり灌頂の真言とし
て「Orp. H呵Tr岬HrilJ的」がある。 これと同様な観想法はBu sTon (Toh 5134, 
339aりも説いており，「Orp. H叩Tr抑Hr巾A」とある。
39 Toh 2631, 128b3-50 
40 Toh 2631, 134b 1-2 0 
41 MV-1やSDPT-2のように四輪の観想は見られないものの，「H面p字所変の金剛風
輪より はじめて大海まで観想する」(Toh 2516, 14a5-6・「高橋SV-1 §61」）とある。
42 「Skorp ski」26b・「高橋D-4」§122。
43 「桜井—1」p.4。 田中公明『生と死の密教』，春秋社，平成9年，pp. 86-92。
44 Toh 2631, 129a5-7 0 
45 「桜井—1」, p.4。「桜井ー2」, p.12 , 註14。
46 Toh 2631, 132aぢ
47 「桜井ー1」, p.4。Yukei Matsunaga The Guhyasamaja Tantra Toho Shuppan, 1978, 
Chap. 3, p. 11。
(100) 
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A study on maり[f,alavidhi of the Sarvadurgatipar銹odhana Tantra 
- As described by Anandagarbha -
Sudan Shakya 
The Sarvadurgatipar送odhana Tantra belongs to the Yoga class of Tantric Buddhism. 
It is one of the popular Buddhist texts preserved until today as a rite for the dead in 
Nepal. This Tantra describes different vidhis (methods) like ma7:rfalavidhis, homavidhis 
for purging or eliminating the evil destiny. Although there are several works to this 
Tantra by different authors, this paper focuses only on the work of Anandagarbha 
(9C-10C), the Ma7:rJalavidhi (MV-1, Toh 2635 ), attempting to reveal its textual charac­
teristics. He is a renowned scholar and author of a number of commentaries especially 
on the Yoga class of tantras. 
On comparing MV-1 with the Sarvavajyodaya (SV, Toh 2516), regarded as one of the 
most important works of Anandagarbha, I have come to the following conclusions. 
1. The composition of MV-1, although described as an original method of the Tantra, 
closely resembles the structure of SV.
2. Some of the meditation methods such as'a meditation of hands'are similar to the
meditation methods performed in Anuttarayoga class. 
3. The mandala described in MV-1 makes a detailed explanation of the basic maりrfala
． ．  
of the SDPT-1.
(101 ) 
